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１．エピジェネティクスとは

２．生殖と個体の発生

３．クローン動物の

エピジェネティクス

４．まとめ

単細胞生物 (大腸菌： 4.6 Mb)

多細胞生物 (マウスゲノム: 2,500 Mb )
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細胞の種類により異なるDNAメチル化模様

1. 胚性幹細胞
2. 胎盤栄養膜細胞
3. 神経細胞
4. ・・・
5. ・・・
6. 生殖細胞（精子）

：
11. 胎盤
12. 肝臓
13. 腎臓
14. 心臓

：
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：
：
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遺伝子の
領域

1---2---3---4---------21------148------177-202-228-237-239-240-----
??????

細胞の種類

様々な細胞の例

肉： 筋細胞

脂肪： 脂肪細胞

血管：血管内皮細胞、平滑筋

脳： 神経細胞、グリア細胞
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エピジェネティックス

DNAの塩基配列の変化を伴わず、細胞分裂後も継承される、
遺伝子機能を研究する学問領域

主な制御： DNAメチル化、ヒストン修飾 ⇒ クロマチン構造変化

・DNAメチル化は、主に、CG配列（CpGと略）に見られる。

・DNAメチル化パターンは次世代細胞に受け継がれる。

・DNAメチル化は、多くの場合、遺伝子発現を抑制する。

哺乳類ゲノムのDNAメチル化

DNA methylation in mammalian genome
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